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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成23年12月8日(2011.12.8)

【公開番号】特開2010-113599(P2010-113599A)
【公開日】平成22年5月20日(2010.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2010-020
【出願番号】特願2008-286723(P2008-286723)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  21/20     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  15/00    ３３０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   3/12    　　　Ｋ
   Ｈ０４Ｎ   1/00    １０７Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月26日(2011.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｗｅｂサーバと、当該Ｗｅｂサーバにより提供される操作画面を表示するためのＷｅｂ
ブラウザを備えた情報処理装置とを含む情報処理システムであって、
　前記情報処理装置は、
　ユーザを認証し、当該ユーザが正しく認証された場合に前記情報処理装置の使用を許可
する認証手段と、
　前記認証手段による認証の結果として得られた情報を用いて、前記Ｗｅｂサーバに対し
て前記Ｗｅｂブラウザに表示すべき操作画面を要求する要求手段と、
　を備え、
　前記Ｗｅｂサーバは、
　前記情報処理装置から前記操作画面を要求された場合に、当該情報処理装置から前記情
報を受信したか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記情報処理装置から前記情報を受信したと判定された場合に、
当該情報処理装置のＷｅｂブラウザに表示させるべき操作画面を当該情報処理装置に対し
て送信する送信手段と、
　を備えることを特徴とする情報処理システム。
【請求項２】
　前記情報は、前記認証手段による認証を受けるためにユーザが前記情報処理装置に入力
したユーザＩＤを含むことを特徴とする請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項３】
　前記Ｗｅｂサーバは、
　エラー情報を記録する記録手段を更に備え、
　前記判定手段により、前記情報処理装置から前記情報を受信していないと判定された場
合は、前記送信手段が前記操作画面を送信することなく、前記記録手段がエラー情報を記
録することを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理システム。
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【請求項４】
　前記情報処理装置は、
　前記要求手段が前記要求を行うにあたり、前記情報を送信する必要があるか否かを判断
する判断手段を更に備え、
　前記要求手段は、前記判断手段により前記情報を送信する必要があると判断された場合
に、前記情報を前記Ｗｅｂサーバに対して送信することにより前記要求を行い、前記判断
手段により前記情報を送信する必要がないと判断された場合は、前記情報を前記Ｗｅｂサ
ーバに対して送信することなく前記要求を行うことを特徴とする請求項１から３のいずれ
か１項に記載の情報処理システム。
【請求項５】
　前記判断手段は、前記要求手段による前記操作画面の要求先に基づいて、前記判断を行
うことを特徴とする請求項４に記載の情報処理システム。
【請求項６】
　前記情報処理装置は、
　前記要求手段が前記情報を送信する必要がある要求先を示す要求先情報を保持する保持
手段を更に備え、
　前記判断手段は、前記要求手段が前記保持手段に保持されている要求先情報が示す要求
先に対して前記要求を行う場合に、前記情報を送信する必要があると判断し、前記要求手
段が前記保持手段に保持されている要求先情報が示す要求先以外の要求先に対して前記要
求を行う場合は、前記情報を送信する必要がないと判断することを特徴とする請求項５に
記載の情報処理システム。
【請求項７】
　前記認証手段によるユーザの認証が行われなかった場合に、前記要求手段は、前記情報
を用いずに前記要求を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理システム
。
【請求項８】
　前記判定手段により、前記情報処理装置から前記情報を受信していないと判定された場
合に、前記送信手段は、前記情報処理装置から要求された操作画面に代えて、前記Ｗｅｂ
サーバ内で実行される認証処理に必要な認証情報をユーザが入力するための認証画面を、
前記情報処理装置に対して送信することを特徴とする請求項７に記載の情報処理システム
。
【請求項９】
　前記情報処理装置は、
　前記Ｗｅｂサーバから受信した操作画面を介して入力された指示に応じて前記Ｗｅｂサ
ーバから実行を依頼された処理を実行する処理手段を備えることを特徴とする請求項１か
ら８のいずれか１項に記載の情報処理システム。
【請求項１０】
　Ｗｅｂサーバにより提供される操作画面を表示するためのＷｅｂブラウザを備えた情報
処理装置であって、
　ユーザを認証し、当該ユーザが正しく認証された場合に前記情報処理装置の使用を許可
する認証手段と、
　前記認証手段による認証の結果として得られた情報を用いて、前記Ｗｅｂサーバに対し
て前記Ｗｅｂブラウザに表示すべき操作画面を要求する要求手段と、
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項１１】
　前記要求手段が前記要求を行うにあたり、前記情報を送信する必要があるか否かを判断
する判断手段を更に備え、
　前記要求手段は、前記判断手段により前記情報を送信する必要があると判断された場合
に、前記情報を前記Ｗｅｂサーバに対して送信することにより前記要求を行い、前記判断
手段により前記情報を送信する必要がないと判断された場合は、前記情報を前記Ｗｅｂサ
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ーバに対して送信することなく前記要求を行うことを特徴とする請求項１０に記載の情報
処理装置。
【請求項１２】
　前記判断手段は、前記要求手段による前記操作画面の要求先に応じて、前記判断を行う
ことを特徴とする請求項１１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記要求手段が前記情報を送信する必要がある要求先を示す要求先情報を保持する保持
手段を更に備え、
　前記判断手段は、前記要求手段が前記保持手段に保持されている要求先情報が示す要求
先に対して前記要求を行う場合に、前記情報を送信する必要があると判断し、前記要求手
段が前記保持手段に保持されている要求先情報が示す要求先以外の要求先に対して前記要
求を行う場合は、前記情報を送信する必要がないと判断することを特徴とする請求項１２
に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　ユーザを認証し、当該ユーザが正しく認証された場合に自装置の使用を許可する認証手
段を備えた情報処理装置に、操作画面を提供するＷｅｂサーバであって、
　前記情報処理装置から前記操作画面を要求された場合に、当該情報処理装置から、前記
認証手段による認証の結果として得られた情報を受信したか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記情報処理装置から前記情報を受信したと判定された場合に、
当該情報処理装置のＷｅｂブラウザに表示させるべき操作画面を当該情報処理装置に対し
て送信する送信手段と、
　を備えることを特徴とするＷｅｂサーバ。
【請求項１５】
　Ｗｅｂサーバと、当該Ｗｅｂサーバにより提供される操作画面を表示するためのＷｅｂ
ブラウザを備えた情報処理装置とを含む情報処理システムにおける情報処理方法であって
、
　前記情報処理装置において、
　ユーザを認証し、当該ユーザが正しく認証された場合に前記情報処理装置の使用を許可
する認証工程と、
　前記認証工程における認証の結果として得られた情報を用いて、前記Ｗｅｂサーバに対
して前記Ｗｅｂブラウザに表示すべき操作画面を要求する要求工程と、
　を備え、
　前記Ｗｅｂサーバにおいて、
　前記情報処理装置から前記操作画面を要求された場合に、当該情報処理装置から前記情
報を受信したか否かを判定する判定工程と、
　前記判定工程で、前記情報処理装置から前記情報を受信したと判定された場合に、当該
情報処理装置のＷｅｂブラウザに表示させるべき操作画面を当該情報処理装置に対して送
信する送信工程と、
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項１６】
　Ｗｅｂサーバにより提供される操作画面を表示するためのＷｅｂブラウザを備えた情報
処理装置における情報処理方法であって、
　ユーザを認証し、当該ユーザが正しく認証された場合に前記情報処理装置の使用を許可
する認証工程と、
　前記認証工程における認証の結果として得られた情報を用いて、前記Ｗｅｂサーバに対
して前記Ｗｅｂブラウザに表示すべき操作画面を要求する要求工程と、
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項１７】
　ユーザを認証し、当該ユーザが正しく認証された場合に自装置の使用を許可する認証手
段を備えた情報処理装置に、操作画面を提供するＷｅｂサーバの制御方法であって、
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　前記情報処理装置から前記操作画面を要求された場合に、当該情報処理装置から、前記
認証手段による認証の結果として得られた情報を受信したか否かを判定する判定工程と、
　前記判定工程で、前記情報処理装置から前記情報を受信したと判定された場合に、当該
情報処理装置のＷｅｂブラウザに表示させるべき操作画面を当該情報処理装置に対して送
信する送信工程と、
　を備えることを特徴とする制御方法。
【請求項１８】
　請求項１５または１６に記載の情報処理方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラム。
【請求項１９】
　請求項１７に記載のＷｅｂサーバの制御方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、Ｗｅｂサーバと、当該Ｗｅｂサーバにより提供される操作画面を表示するた
めのＷｅｂブラウザを備えた情報処理装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、上記の問題点に鑑みなされたものであり、情報処理装置での認証の結果とし
て得られた情報を用いてＷｅｂサーバに操作画面を要求し、この情報を受信したことに応
じてＷｅｂサーバが情報処理装置に操作画面を送信する仕組みを提供することを目的とす
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記の目的を達成するために本発明の情報処理システムは、Ｗｅｂサーバと、当該Ｗｅ
ｂサーバにより提供される操作画面を表示するためのＷｅｂブラウザを備えた情報処理装
置とを含む情報処理システムであって、前記情報処理装置は、ユーザを認証し、当該ユー
ザが正しく認証された場合に前記情報処理装置の使用を許可する認証手段と、前記認証手
段による認証の結果として得られた情報を用いて、前記Ｗｅｂサーバに対して前記Ｗｅｂ
ブラウザに表示すべき操作画面を要求する要求手段と、を備え、前記Ｗｅｂサーバは、前
記情報処理装置から前記操作画面を要求された場合に、当該情報処理装置から前記情報を
受信したか否かを判定する判定手段と、前記判定手段により、前記情報処理装置から前記
情報を受信したと判定された場合に、該情報処理装置のＷｅｂブラウザに表示させるべき
操作画面を当該情報処理装置に対して送信する送信手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除



(5) JP 2010-113599 A5 2011.12.8

【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明によれば、情報処理装置での認証の結果として得られた情報を用いてＷｅｂサー
バに操作画面を要求し、この情報を受信したことに応じてＷｅｂサーバが情報処理装置に
操作画面を送信することができる。これにより、ユーザによる認証情報の入力の手間を軽
減することができる。
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